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令和８年度事業計画書 

（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで） 

 

Ⅰ はじめに 

 芸術文化は、一人ひとりが心豊かに生きる社会の構築に欠かすことのできないも

ので、特に演劇、舞踊、音楽等の舞台芸術は、多くの人々に精神的潤いのある上質

な生活をもたらすだけでなく、芸術に関する学びや体験を通じて創造的な人材や、

人間らしく生き、他者に共感し尊重する資質を育む機能を持っている。 

当財団では、こうした観点から、多くの人々が幸せになる、幸せを感じられる埼

玉県になることを目指して事業を進めてきた。 

これは県が目指す、誰一人取り残さない「日本一暮らしやすい埼玉県」の実現に

つながる役割を担うものであり、彩の国さいたま芸術劇場（以下、｢芸術劇場｣とい

う。）と埼玉会館の２館を活動と発信の拠点として、引き続き積極的に芸術文化の

振興に取り組んでいく。 

   

Ⅱ 財団の組織運営理念 

 これからの時代にふさわしい芸術文化の姿を再構築し、それを実現できる財団へ

進化するために、当財団では以下のとおりミッション等を定めている。これらの実

現に向け、積極的に事業を展開していく。 

 

【ミッション】 

「Art for Life – すべての人生に芸術を - 」 

【 ビジョン 】 

「アートでつなぐ – 人・地域・世界 - 」 

  （１）世界に通用する舞台芸術を創造・提供する 

  （２）県民に対し満足度の高い芸術文化活動の実践の場を提供する 

  （３）社会や地域の課題に対し芸術文化活動を通じてその解決に貢献する 

 

Ⅲ 令和８年度における財団の運営方針 

中期経営計画及び本計画に基づき、舞台芸術作品や県民の文化活動の場の提供

等、各種事業を展開し、本県の芸術文化の振興という当財団の役割を果たしていく。 

舞台芸術作品の提供においては、演劇、舞踊、音楽を中心に、彩の国シェイクス

ピア・シリーズ２nd Vol.３『リア王』や海外カンパニーの招聘を始めとした国内

外で活躍するアーティストによる公演など、芸術性の高い舞台芸術作品を上演す

る。 

また、若手アーティストを起用した公演を実施することで舞台芸術の次代を担う

人材の育成を図るほか、親子で楽しめるプログラムやアウトリーチ事業の実施によ

り芸術文化の裾野拡大を図る。 

さらに、近藤良平芸術監督が掲げるテーマ「クロッシング」の下、多彩な文化の
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掘り起こしや地域活性化を目的とした「埼玉回遊」に引き続き取り組む。 

このほか、近藤芸術監督が立ち上げたプロ・アマ、年齢、障害の有無等の垣根を

超えて活動するシアターグループ「カンパニー・グランデ」は、２期目の活動を開

始する。 

これらの事業実施に当たっては、「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律（以下、

｢劇場法｣という。）」等を踏まえ、社会課題の解決に貢献する芸術活動を推進する

ため、鑑賞サポートについて引き続き取り組んでいく。 

令和８年 11 月に創立 100 周年を迎える埼玉会館では、歴史的・建築的価値を発

信するとともに多彩な記念イベントを通じて、地域の賑わいを創出する。 

県民の文化活動の場の提供については、各施設等が十分に活用されるよう利用者

サービスの向上に努めることはもとより、利用者が安心・安全かつ快適に施設を利

用できるよう、コスト面も考慮しながら計画的に修繕や点検を実施するなど、適切

な管理運営を行う。 

 これらの事業も含め、幅広い事業をこれまで培ってきた実績と経験を最大限に活

用しながら実施するとともに、（公財）産業文化センターとの事業連携などによっ

て効果的・効率的な運営に努め、指定管理料の削減を目指していく。 

また、経営の健全化及び経営基盤の強化に取り組むことで、県内における芸術文

化の一層の振興と、真に豊かさとゆとりを実感できる県民生活の実現を図ってい

く。 
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１ 舞台芸術作品の提供等に関する事業 

当財団の事業展開戦略を踏まえ、芸術劇場と埼玉会館の計６つのホールの特性を

活かしながら、次の自主企画公演等を実施する。 

 

（１）世界に通じる演劇・舞踊・音楽とその融合・発展（８事業） 

国内外からの埼玉県の芸術文化への評価を高めるため、芸術性の高い舞台芸術

作品の上演や演奏会を行う。一部の公演では関連企画として、作品への理解を深

めるためのワークショップや解説レクチャーを実施する。 

 

事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

演劇 

彩の国シェイクスピ

ア・シリーズ２nd 

Vol.３『リア王』 

５月 芸術劇場 

大ホール 

「彩の国シェイクスピア・シリー

ズ」の後継事業として吉田鋼太郎

シリーズ芸術監督の下、シェイク

スピア作品を上演する企画。３作

目として悲劇『リア王』を上演す

る。 

音楽 

ＮＨＫ交響楽団 

リオ・クオクマン

（指揮）・萩原麻未

（ピアノ） 

５月 埼玉会館 

大ホール 

 

日本を代表するオーケストラであ

るＮＨＫ交響楽団による演奏会。

ソリストには実力派ピアニストと

して注目を集める萩原麻未を迎え

る。 

舞踊 

ローザス、アトラフ

ァイブ『和声と創意

の試み』 

６月 芸術劇場 

大ホール 

ベルギーを拠点とするダンスカン

パニー「ローザス」を率い、世界

のダンス界を牽引するアンヌ・テ

レサ・ドゥ・ケースマイケルが、

モロッコ出身の気鋭の振付家ラド

ワン・ムリジガと共同振付を行っ

た令和６年初演作が初来日する。 

音楽 

バッハ・コレギウム・

ジャパン 

J.S.バッハ《ミサ曲

ロ短調》 

７月 

 

 

芸術劇場

音楽ホール 

 

 

国際的に最も高い評価を集める日

本の演奏団体に成長を遂げたバッ

ハ・コレギウム・ジャパンによる

公演。令和８年度はバッハの宗教

曲の傑作《ミサ曲ロ短調》を取り

上げる。教育的プログラムとし

て、公演に先駆けて関連レクチャ

ーの実施を予定している。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

音楽 

ピエール＝ロラン・

エマール ピアノ・

リサイタル 

 

７月 芸術劇場 

音楽ホール 

 

現代音楽を含むユニークなレパー

トリーで世界的な活躍を続けるフ

ランス出身のピアニスト、ピエー

ル＝ロラン・エマールを迎え、リ

サイタルを実施する。 

音楽 

ジャン・チャクムル 

ピアノ・リサイタル 

 

９月 芸術劇場 

音楽ホール 

 

2018年第 10回浜松国際ピアノコン

クールを制し話題となった、トル

コ出身のピアニスト、ジャン・チ

ャクムルを迎える。シューベルト

を中心としたオリジナルプログラ

ムを予定している。 

音楽 

パトリツィア・コパ

チンスカヤ（ヴァイ

オリン）＆ソル・ガ

ベッタ（チェロ）デ

ュオ・リサイタル 

１０月 芸術劇場 

音楽ホール 

 

音楽界のトップランナーとしてク

ラシック音楽における新たな切り

口を提示し続ける気鋭のヴァイオ

リニスト、パトリツィア・コパチ

ンスカヤとアルゼンチン出身の世

界的チェリスト、ソル・ガベッタ

とのデュオ公演を実施する。 

舞踊 

ホフェッシュ・シェク

ター『Theatre of 

Dreams』 

１０月 芸術劇場

大ホール 

バットシェバ舞踊団ダンサーを経

て 2008年に自身のカンパニーを結

成、英国を中心に新進気鋭の実力

派として高く評価されるホフェッ

シュ・シェクターが、16年ぶりに

埼玉に登場する。本作は、13人の

ダンサーのエネルギッシュな身体

と３人のミュージシャンによる幻

想的かつダイナミックな話題作で

ある。 

 

（２）芸術実践・鑑賞層の拡大（４３事業） 

・舞台芸術の次代を担う人材の育成を図るため、若手ダンサーや演奏家、落語家

等を起用した公演を実施するほか、演出家、振付家等による創作や発表の場を提

供する。また、大学等と連携し、当劇場の職員が講師を務める講座等を実施する。 

・芸術文化への関心を高め、裾野の拡大を図るため、良質で親しみやすい公演や

県内学校と連携したアウトリーチ事業など、多様なニーズに配慮した事業を実施

する。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

舞踊 

日本昔ばなしのダン

ス 

４月 長野県 

伊那市 

当劇場で製作した日本の昔話を題

材としたダンス作品の地方公演。

埼玉発の優れた舞台芸術作品の上

演により県外への発信力・認知度

の向上を図る。 

伝統芸能 

彩の国さいたま寄席 

四季彩亭 

 

5･7･10

･1月 

 

埼玉会館

小ホール 

 

 

名人から若手まで実力と人気を兼

ね備えた出演者を、独自の視点でラ

インナップする落語公演を実施す

る。公演当日の観客投票によって決

定する「彩の国落語大賞」を贈呈し、

若手落語家のステップアップの支

援と落語文化の継承につなげる。 

舞踊 

コンドルズ×彩の国

さいたま芸術劇場  

Vol.19 『 ALL YOU 

NEED IS LOVE』 

 

 

６月 

 

 

 

 

 

 

芸術劇場

大ホール 

 

 

 

 

 

2006年度から継続的に実施してい

る「コンドルズ」による埼玉スペ

シャル公演の 19回目。ダンス、映

像、生演奏、人形劇、コントをち

りばめ、空間を縦横無尽に使いこ

なすコンドルズならではの劇場で

創作する新作ステージを提供す

る。 

音楽 

埼玉会館ランチタイ

ム・コンサート 

第 69回～第 72 回 

6･9･12

･3月 

 

埼玉会館 

大ホール 

 

平日の昼に実施する、トークを交

えたショート・プログラムによる

クラシックを中心とした気軽なコ

ンサート。３月には春休みスペシ

ャルとして家族で楽しめる内容と

するなど多彩なラインナップを提

供する。 

音楽 

大塚直哉レクチャー

・コンサート 第 14

回 

７月 芸術劇場 

音楽ホール 

 

2017年度から音楽ホールにて実施

している「大塚直哉レクチャー・

コンサート」を継続実施。他分野

で活躍する方や他の楽器の演奏家

をゲストに迎え、トークやアンサ

ンブルなどを交えてバッハの音楽

を深掘りする内容を提供する。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

舞踊 

おどる絵本『みえる

とか みえないと

か』 

７月 芸術劇場 

小ホール 

2024年のオープンシアターでも好

評を博した、人気絵本作家ヨシタ

ケシンスケの絵本を原作とし、ダ

ンス×演劇の可能性を拓いてきた

若手クリエイター、スズキ拓朗が

振付・構成・演出を担った作品を

バージョンアップして再演。当劇

場を始めとする国内各地で上演す

る。 

演劇 

『レオの小さなトラ

ンク』 

８月 

 

芸術劇場 

大ホール 

 

カナダとドイツのアーティストが

国際共同制作し、海外演劇祭で受

賞歴もある、幼児から楽しめるノ

ンバーバル作品を上演し、身体能

力の高いパフォーマンスと映像が

融合する世界に観客を誘う。 

音楽 

エトワール・シリー

ズ プラス 

10･3

月 

 

 

 

 

芸術劇場

音楽ホール 

 

若手演奏家がオリジナルプログラ

ムでリサイタルと室内楽等、内容

を変えて２回の公演を行う。令和

８年度は、近年目覚ましい活躍を

みせるピアニスト、小林海都を起

用する。 

演劇 

吉田鋼太郎演出『間

違いの喜劇』 

11･12

月 

芸術劇場

大ホール 

高校生を中心とした若い世代から

大人まで幅広い層にシェイクスピ

ア作品の楽しさを伝える企画。彩

の国シェイクスピア・シリーズ芸

術監督・吉田鋼太郎の上演台本、

演出による『間違いの喜劇』を上

演する。 

また、「アートが開く未来プロジ

ェクト」の一環として、県内の高

等学校等の生徒を招待する。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

音楽 

出張！光の庭プロム

ナード・コンサート 

12月 蓮田市 光の庭で実施している無料コンサ

ート・シリーズを、県内施設のロ

ビーなど、劇場外に場所を移して

実施する。県内施設との地域連携

を図りながら、オルガン音楽や古

楽アンサンブルを気軽に楽しめる

機会を提供する。 

 

埼玉会館創立 100周

年記念オープンシア

ター 

12月 埼玉会館 近藤良平芸術監督プロデュースに

より、埼玉会館において親子や幅

広い世代を対象にダンス・音楽な

どのジャンルを超えて気軽に参

加、鑑賞して楽しめるプログラム

を、オープン・シアターとして実

施する。 

音楽 

大塚直哉レクチャー

・コンサート in 埼

玉会館 

２月 埼玉会館

小ホール 

2017年度から芸術劇場音楽ホール

にて実施している「大塚直哉レク

チャー・コンサート」を埼玉会館

で実施する。他分野で活躍する方

や他の楽器の演奏家をゲストに迎

え、トークやアンサンブルなどを

交えてバッハの音楽を深掘りする

内容を提供する。 

音楽 

ロイヤル・コンセル

トヘボウ管弦楽団ブ

ラス・クインテット 

２月 埼玉会館 

大ホール 

世界三大オーケストラの一つ、オ

ランダのロイヤルコンセルトヘボ

ウ管弦楽団のメンバーからなる金

管五重奏コンサート。高校生など

若い世代を対象とした教育プログ

ラムを併せて実施する。 

その他 

舞台技術講座 

2,3月 芸術劇場 

小ホール他 

高校生から 25歳までの方を対象と

した音響・照明・道具等の舞台技

術に関する講座を行う。あわせ

て、劇場や舞台技術に関する様々

なテーマについて専門家を招いて

議論する「さいたま舞台技術フォ

ーラム」を開催する。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

舞踊 

ダンス・リダイレク

ション 

通年 

 

 

 

 

 

 

 

芸術劇場 

大稽古場他 

 

 

 

 

 

 

技術だけでなく思考力や多様なア

プローチを養いダンスの作り手を

育成する企画。国内外のアーティ

ストを講師に迎えた「集中セッシ

ョン」によるインプットと同時

に、若手アーティストに作品創作

の場を提供し、専門家によるフィ

ードバックなどのサポートを行

う。また、年間を通して劇場で身

体表現に触れる機会を提供する

「登録アーティスト」の募集を継

続する。 

舞踊 

MEET THE DANCE～ア

ーティストが学校に

やってくる！ 

通年 県内中学校 中学校の授業でダンスが必修化さ

れた中、プロの振付家、ダンサー

によるダンス・ワークショップを

希望する県内中学校の生徒を対象

に実施する。 

音楽 

光の庭プロムナード

・コンサート 

 

通年 

 

 

 

芸術劇場

光の庭 

芸術劇場所有のポジティフ・オルガ

ンを活用し、土曜日の午後に劇場内

の光の庭において入場無料で実施

してきたコンサート・シリーズを、

引き続き実施する。声楽又は器楽と

のアンサンブルやオルガン・ソロを

予定している。 

音楽 

みんなのオルガン講

座 

通年 

 

 

 

芸術劇場

練習室他 

パイプオルガンの仕組みを理解し、

実際に触れてみる初心者向けのレ

クチャーをはじめ、鍵盤楽器経験者

等を対象に、発表会に向けた４回の

レッスンを行う「基本コース」１・

２（１年目はソロ、２年目はアンサ

ンブル中心）や基本コース修了生を

対象とした勉強会を行う。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

音楽 

MEET THE MUSIC～ア

ーティストが学校に

やってくる！ 

 

通年 県内小中学校 

特別支援学校 

 

県内の小・中学校にプロの演奏家を

派遣し、受け身にとどまらない、気

づきや発見を促すプログラムによ

り、生演奏の鑑賞機会を提供する。

令和５年度から特別支援学校にも

対象を広げて実施している。 

その他 

オープンスペースの

活用 

通年 芸術劇場 

光の庭他 

劇場のオープンスペースの活用を

図るため、無料のイベントを通年で

実施する。光の庭でのライブやイベ

ント、地元のマルシェ、スペースを

活用したインスタレーション等を

実施する予定。老若男女、世代を問

わず誰もが気軽に立ち寄れて楽し

めるイベントを多数企画・実施す

る。 

その他 

あなたと街で踊らせ

て！さいさい盆踊り 

普及啓発 

 

 

通年 

 

 

 

 

県内各地 

 

 

 

 

近藤芸術監督が創作した当劇場発

の埼玉の盆踊り「さいさい盆踊り」

を県内に普及するため、県内の学校

・自治体・盆踊り保存会・企業等で

「さいさい盆踊り」のワークショッ

プ・実演を行う。振付を教えるだけ

でなく、近藤監督が得意とする「か

らだコミュニケーション」の要素も

取り入れて、ダンスや表現の楽しさ

を伝える。 

その他 

彩芸ブロッサム 

（提携） 

 

通年 

 

 

 

 

芸術劇場 

大稽古場 

 

 

 

舞台芸術の若手支援・育成のため

の公募型サポートプログラム。当

劇場において作品創作・上演を希

望する若手のアーティストを公募

し、選抜されたアーティストには

劇場のホール・稽古場の使用料を

免除する。劇場は広報協力を担

い、公演における制作のサポート

も行う。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

その他 

芸術監督クロストーク

「夢の人に逢う」 

通年 

 

 

 

芸術劇場

映像ホール 

オンライン 

 

ジャンル・クロスをかかげる近藤

芸術監督が注目する多彩なジャン

ルのアーティストや専門家を招き

対談を行う。 

その他 

芸術団体との連携に

よる県内地域活動基

盤形成事業 

通年 芸術劇場 

埼玉会館 

県内各地 

演劇・音楽・舞踊の芸術団体と連携

し、県内各地で公演やワークショッ

プ等を実施することで、県民が良質

な芸術文化に触れる機会を提供す

る。 

その他 

大学生インターン 

シップ 

 

通年 

 

 

 

芸術劇場 

 

 

 

将来の舞台芸術を担う人材の育成

に資するため、県内及び首都圏の大

学生を対象としたインターンシッ

プを実施する。 

その他 

大学への講師派遣 

通年 

 

 

埼玉大学 

放送大学 

 

財団職員を講師として派遣し、当

財団の事業展開や運営など実例を

交えた講義を行う。 

 

 

（３）共催（７事業） 

本県の芸術文化の振興に寄与する芸術性の高い公演等を共催公演として実施する。 

事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

演劇 

ナショナル・シアタ

ー・ライブ 

5,8,11

月 

芸術劇場 

映像ホール 

英国ナショナル・シアターが厳選し

た舞台作品を、高品質な映像技術に

より収録・編集し、各国の映画館等

で上映する国際的な舞台芸術プロ

ジェクトの一環で、当劇場において

作品を上演する。 

音楽 

加藤訓子プロデュー

ス  MUSIC DAY 

SERIES REICH90『2×

4×6』 

６月 芸術劇場

音楽ホール 

過去にも当劇場での公演出演や提

携音楽公演を実施し、国際的に活躍

する打楽器奏者の加藤訓子が継続

的に取り組む、ミニマル・ミュージ

ックの大家スティーブ・ライヒのプ

ログラムを実施する。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

舞踊 

Noism0＋Noism１ 

『私は海をだきしめ

ていたい』／ 改訂

版『春の祭典』 

 

７月 

 

 

芸術劇場 

大ホール 

 

 

 

りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会

館を拠点に活動する日本初の公共

劇場専属舞踊団 Noism Company 

Niigata との共催公演。Noism0＋1

による金森穣演出振付の新作を予

定している。 

その他 

彩の国シネマスタジオ 

通年 芸術劇場 

映像ホール 

埼玉会館 

小ホール 

NPO 法人埼玉映画ネットワークと

の共同開催により、地域に根ざした

映画文化の振興を図る映画企画。興

行映画館では上映機会の少ない良

質な作品を中心に、幅広い年齢層の

県民が参加できるプログラムを提

供する。 

 

（４）財団広報・事業広報の充実 

各公演の特徴に応じて、SNS を始めとした多様な媒体を活用した広報・営業活

動や会員制度の充実を図ることで、経営指標に定めるチケット販売率の目標を達

成するとともに、リピーターの拡大や認知度向上を目指す。 

 

ア 企画展示事業  

    彩の国さいたま芸術劇場内の光の庭、ガレリア等を会場とした企画展示など

を年４回実施する。 

イ 財団情報誌「埼玉アーツシアター通信」の発行 

    財団の活動を広く一般に広報するためのツールとして、公演や活動内容に関

する情報や出演者インタビューや寄稿記事などで構成する財団情報誌を発行す

るとともに、ホームページ上においてデジタルブックとして提供する。 

（ア）発行回数、部数 年４回 各 12,000部発行 

（イ）配布先  財団メンバーズ、サポーター会員、マスコミ、プレイガイド、

県内公共施設など 

  ウ メンバーズ事業 

    自主企画公演のチケットの優先予約や団体営業などを行うことにより、基盤

となる顧客の確保と観客層の拡大に努め、チケットの販売促進を図る。 

    会員数 5,663 人（令和８年２月末現在） 

  エ サポーター会員の運営 

    財団の活動を御支援いただく法人等の賛助組織「サポーター会員」の運営・

管理を行うとともに、新規会員の獲得を図る。 
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    サポーター会員数 140社（者）（令和８年２月末現在） 

  オ その他広報等 

    近隣公共施設への公演チラシの配架、ホームページや SNSなどによる積極的

な情報発信を行い、広く県民に芸術劇場及び埼玉会館等の活動を広報する。 
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２ 芸術文化活動の場の提供等に関する事業 

利用者等が安心して利用できる活動の場を提供するため、芸術劇場及び埼玉会館

において、各施設の持つ機能を効果的に活用して質の高い貸館支援と利用者層の拡

大を図る。 

 

（１）芸術劇場 

ア 施設の利用促進 

・ホール、稽古場、練習室等が十分に活用されるよう利用者サービスの向上

に努めるとともに、施設の空き情報の提供などを行い、利用率の向上に努め

る。 

・ホームページを活用し、分かりやすく充実した利用案内や施設利用情報の

提供、公演チラシ掲載による貸館公演の広報支援など、サービス充実を図る。 

・舞台芸術資料室では、演劇、舞踊、音楽、映画等の分野に関係する書籍、

CD、DVD 等を収集するとともに、当財団自主企画公演等の記録映像を含めた

資料の適切なアーカイブ化を進める。 

・自由なアートの遊び場「クリップ」とカフェを運営することで、利用者へ

のサービス向上や賑わい創出を図る。 

・施設内及び敷地内において、ファッション誌やテレビドラマ・映画等の撮

影を受け入れる。 

・貸館利用者を対象に、ライブ配信を容易にできるデジタルインフラを PR

し、活用の促進を図る。 

イ 施設・設備の適切な運営・管理 

・利用者が安心・安全かつ快適に施設を利用できるよう、コスト面も考慮し

ながら修繕等の優先順位を検討し、サービスの質を低下させない管理・運営

に努める。 

・施設の現状に即した電力やガスなどの契約の見直しを行うほか、既存の設 

備を最大限に利用し、省エネ・エコに努め経費の削減を図る。 

・これまでの改修や修繕等の情報をデジタルデータとして蓄積することで、

計画的かつ効率的な改修・修繕を図る。 

・有料駐車場及び自動販売機の適切な運営・管理に努め、収入を確保する。 
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（２）埼玉会館 

ア 施設の利用促進 

・ホール、会議室、展示室等が十分に活用されるよう、利用者サービスの向

上に努めるとともに、大型催事の誘致、施設の空き情報の提供、ＳＮＳによ

る情報発信等を通じて、利用率の向上に努める。 

・ホームページを活用した、利用案内や施設利用情報の提供、貸館公演の公

演チラシの掲載などの広報支援を行う。 

・芸術文化活動以外の講演会、講習会及びその他の催し物等について施設の

貸与を行う。 

・利用案内や施設利用情報、貸館公演などを浦和の地域情報サイト「まいぷ

れ浦和」に掲載するほか、浦和のＦＭラジオ「REDS WAVE」で広報することで、

利用者サービスの向上を図る。 

・レストランを運営し、利用者へのサービス向上や賑わい創出を図る。 

・屋外広場を活用したイベントの実施により、施設利用者の増加を図る。 

イ 施設・設備の適切な運営・管理 

・利用者が安心・安全かつ快適に施設を利用できるよう、コスト面も考慮し

ながら修繕等の優先順位を検討し、サービスの質を低下させない管理・運営

に努める。 

・施設の現状に即した電力やガスなどの契約の見直しを行うほか、既存の設

備を最大限に利用し、省エネ・エコに努め経費の削減を図る。 

・これまでの改修や修繕等の情報をデジタルデータとして蓄積することで、

計画的かつ効率的な改修・修繕を図る。 

・有料駐車場及び自動販売機の適切な運営・管理に努め、収入を確保する。 
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３ 社会貢献事業及び地域の活性化に関する事業 

劇場法等を踏まえ、多様な人々を対象とした舞台芸術活動や鑑賞サポート等を通

じ、社会に貢献する事業を実施する。また、県内自治体や芸術文化団体等との連携

を通じて地域の活性化を図る。 

 

（１）社会課題の解決に貢献する芸術活動の推進（５事業） 

芸術文化を通して社会包摂の実現に貢献するため、子どもから大人まで、障が

いの有無等にかかわらず、多様な人々が芸術文化に参加できる公演等を実施する。 

また、以下の取組のほか、一部の自主企画公演については、市町村等で実施す

る「子どもの学習・生活支援事業」に参加する子どもを無料で招待する。 

事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

その他 

バリアフリー・ 

セミナー 

 

１月 芸術劇場 

映像ホール 

障がい者等の劇場体験や芸術参加

を支援するために必要とされる知

識を共有し、方法論や改善策を議

論するセミナーを実施する。 

その他 

埼玉回遊 

 

 

 

通年 

 

 

県内各地 

 

 

 

開かれた劇場を推進する新しい取

組として、近藤芸術監督が県内各地

に出向き、地域に固有の特色ある文

化や実践する人々と出会い、リサー

チしていく。また、その様子を映像

や写真に記録し、広く発信してい

く。県内５か所程度の訪問を予定し

ている。 

その他 

シアターグループ 

「カンパニー・グラ

ンデ」（第２期） 

 

 

通年 

 

 

 

 

 

 

芸術劇場 

大稽古場 

他 

 

 

 

 

 

令和６年度に設立した多世代かつ

様々な属性の人々によるシアター

グループ「カンパニー・グランデ」。

令和８年度から２期目の活動を開

始する。様々なスタジオワークなど

を通じて、多様な人々が共に表現活

動を行う。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

舞踊 

パーキンソン病患者

のためのダンス・プ

ログラム 

 

通年 

 

 

 

 

オンライン 

 

 

パーキンソン病患者のために開発

されたダンス・プログラムのワー

クショップをスターダンサーズ・

バレエ団との共働でオンライン配

信により定期実施する。 

その他 

劇場に“ふれる” 

建物見学ツアー 

通年 芸術劇場 

光の庭 

光の庭プロムナード・コンサー

ト」の実施にあわせて、主に視覚

に障がいのある方を対象に、芸術

劇場を巡るツアーを実施する。

「歩く、手で触る、聴く」をキー

ワードに、劇場内をゆっくりと歩

き、建物の内外で普段触れること

のない場所・物に触れ、コンサー

トを鑑賞してもらう。 

 

 

（２）埼玉会館ブランディング事業（３事業） 

   創立 100周年を迎え、全国に誇れる価値を持つ埼玉会館の歴史と建築を発信す

るため、イベント、映画上映、展示、広報施策等を創立 100 周年記念関連事業と

して一体的に実施する。  

また、ボランティアによる建物ツアーの実施など前川國男氏が設計したモダニ

ズム建築である埼玉会館の多彩な魅力、特徴を様々な角度から知ってもらうこと

で、ブランド化による更なるイメージアップと認知度向上を図る。 
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事 業 名 実施予定時期 会  場 内  容 

創立 100周年関連事

業（イベント・映画

上映・展示・広報施

策等）  

 

通年 埼玉会館

大ホール

小ホール

展示室 

他 

5月の映画『砂の器』上映会を起点

として、埼玉会館の歴史・建築・地

域文化を多角的に紹介するトーク

イベントを実施する。あわせて、次

代の芸術文化を担う人材の活動を

紹介するトークイベント、エスプラ

ナード展、記念展示、館内回遊企画

「埼玉会館タイムトラベル」等を実

施する。12 月にはオープンシアタ

ー（P7）を実施する。 

また、周年事業の記録・発信を目的

とした資料整備やデジタル情報発

信、SNS等を活用した広報施策を実

施する。 

さらに埼玉会館で実施する財団主

催公演を「創立 100 周年記念事業」

と銘打ち、一体的に発信することで

周年の周知と事業効果の向上を図

る。 

建築見学ツアー 5･7･10

･ 12 ･ 2

月 

埼玉会館 

大ホール

他 

ボランティアガイドの案内で埼玉

会館の各所を見学し、建築的魅力

や歴史的・文化的価値を知ること

ができる体験型のイベントを実施

する。 

こども建築見学ツアー 8月 埼玉会館 

大ホール

他 

親子を主な対象とし、ボランティ

アガイドの案内による施設内外の

見学ツアー及びワークショップを

実施する。参加者がお気に入りの

場所を見つけ発表する機会を設

け、埼玉会館の魅力を多角的に体

験できる内容とする。 
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（３）賑わい創出と活性化のための共催・連携事業 

県内企業・団体と連携し、双方のコンテンツ・地域資源を活用した創造活動を

実施する。 

NPO 法人等と連携した映画上映会の開催のほか、さいたま市中央区、バラのま

ち中央区アートフェスタ実行委員会等の地域団体と協働したイベントの企画や、

芸術劇場・埼玉会館がそれぞれ持つ魅力を発信する見学ツアーの実施など、地域

と連携したまちづくり活動に参画する。 

また、埼玉会館では、美術と街巡り・浦和実行委員会や障がい者団体等と高い

芸術性や話題性のある事業を共催し、埼玉会館を拠点とした活動や発信の場を広

げる。さらに、地域社会との連携により、屋外広場を活用した地域の祭りへの協

力や商店会と合同での「県庁通りイルミネーション」の設置、協力を得た地元商

店において、財団自主事業のチケット提示による飲食代の割引など各種サービス

の提供を行う。 

あわせて、国や県が推進する啓発事業等と関連したライトアップの取組にも積

極的に協力していく。 

 

４ 他団体との連携事業 

  令和７年３月２５日に公表された埼玉県指定出資法人あり方検討委員会の報告書

を踏まえ、当財団と同様に貸館事業や各種公演を実施している（公財）埼玉県産

業文化センター（ソニックシティ）との事業連携を進めていく。  

また、関係団体との包括連携協定の締結などを通じて、埼玉県の芸術文化の一

層の振興と、誰もが芸術文化に親しめる機会の充実に取り組んでいく。  
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５ 経営の健全化及び経営基盤の強化 

中長期的な財団経営体制を確立し、公の施設の管理者としての芸術性の追求と収

支構造を意識した効率的な経営を図るため、次の数値目標を設定する。 

 

（１）舞台芸術作品の提供等に関する事業における評価指標 

区  分 目標数値 備      考 

収 支 比 率 ５０％ 
事業に係る経常収益÷事業に係る経常 

費用×100 

有 料 公 演 チ ケ ッ ト 

販 売 率 
８０％ 販売席数／設定席数 

公 演 満 足 度 ９５％  

 

（２）芸術文化活動の場の提供等に関する事業における評価指標 

区  分 芸術劇場 埼玉会館 備     考 

施 設 利 用 率 ８５％ ７５％ 利用日数／利用可能日数×100 

施 設 利 用 満 足 度 ９５％ ９５％  

 

（３）経常利益を前年度決算より増加させる数値目標 

取組項目 具体的な項目 数値目標 

利用料金収入の 

確保 

企業・各団体等への営業活動により、利

用料金収入を確保する。 

また、利用料金の引上げについて検討す

る。 

芸術劇場：県内企業・団体や高齢者福祉

施設等へ各種イベントでの利用を促進

する DMを送付する。 

埼玉会館：県内企業・団体への DMの送

付や展示室利用団体への利用希望日調

査票を送付する。 

利用料金収入 

289,911千円 

サポーターの 

新規獲得 

法人を中心に、当財団の活動に賛同し御

支援いただくサポーター制度について、

既存サポーター会員等の紹介やネット

ワークを活用した訪問営業、トップセー

ルス等の営業活動を実施し、新規会員  

を獲得するとともに、退会の抑止を図

る。 

 

サポーター会員数 

対令和７年度比 

＋10社 
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取組項目 具体的な項目 数値目標 

経費削減の徹底 

ワークフローシステム（電子決裁システ

ム）の推進などによる事務的経費等の削

減を図る。 

 

コピー用紙代・印刷

費 

対令和６年度比 

▲50％ 

  

（４）ＤＸの推進等により生産性向上や経営効率化、サービス向上に資する数値目標 

取組項目 具体的な項目 数値目標 

ペーパーレス化の

推進 

ワークフローシステム（電子決裁システ

ム）の更なる推進により、業務の効率化

を図る。 

コピー用紙削減枚

数 

対令和６年度比▲

２４万枚 

間接部門業務の

効率化 

労務管理や支払業務等、各種手続のシス

テム対応を促進し、効率化を図ること

で、総務経理部門を中心に時間外勤務の

削減を図る。 

年間時間外勤務 

対令和６年度比▲

３００時間 

電子チケットの

利用促進 

令和５年度に導入した電子チケットの

利用を促進し、業務の効率化を図るとと

もに、利用者のチケット発券等の負担軽

減を図る。 

電子チケット利用率 

対令和６年度比 

＋４％ 

    

上記取組により生じた財源・時間を真に必要な事業や取組に振り分けることな

どにより、一層の効果的・効率的な運営に努め、経常利益の黒字を確保するとと

もに経営基盤の強化を図る。 


